
九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

令和5年8月28日(月)
筑後川河川事務所

これからの流域治水の視点

筑後川河川事務所 流域治水企画室
令和 5 年 8月28日

資料１ー１



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

「『国難』をもたらす巨大災害対策についての技術検討報告書」
（2018年6月 土木学会レジリエンスの確保に関する技術検討委員会）

阪神・淡路大震災以降、GDPの回復に２０年間を要しました。

阪神・淡路大震災

これからの流域治水の視点 （背景）
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国土強靱化、レジリエンス（弾性・回復力、うまく適
応しながら成長する能力）を身につける。

これからの流域治水の視点

暮らし方の工夫
・低い所に電気機器を

置かない。
田畑の作付けの工夫

被害を最小限に
・命を守る行動
防災意識向上
確実な避難

・住まい方、場所選び
家や店舗の止水対策
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